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準
備
地
本
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る

神
戸
地
本
・
後
藤
青
年
女
性
委
員
長

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る

中
央
本
部
・
髙
杉
青
年
女
性
委
員
長

川原中央副執行委員長による特別講義アイスブレイクで緊張をほぐす参加者

受講生と事務局含めて35名が出席 各職場の良い取り組み等を情報共有した

各地本・総支部から参加者およびスタッフを含め約60名が参加

２
０
２
５
年
７
月
19
日
に
行
わ
れ
た

分
会
レ
ク
Ｂ
Ｂ
Ｑ　

＠
紀
州
備
長
炭
記
念
公
園
に
て（
田
辺
市
）

　

２０２５年12月12日に行われた
第35回田辺保線区分会定期大会での
上﨑委員長の団結ガンバロー

２０２５年11月23日に紀三井寺公園陸上
競技場で行われた「わかやまリレーマラソ
ンパンダＲＵＮ」を走り終えた皆さん

　

田
辺
保
線
区
分
会
は
、和
歌

山
保
線
区
内
に
お
け
る
紀
勢
線

の
、紀
南
エ
リ
ア
の
線
路
を
保
守

す
る
保
線
系
統
の
、職
場
に
所
属

す
る
組
合
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。保
守
範
囲
は
、紀
勢
線
広

川
ビ
ー
チ
駅
〜
新
宮
駅
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、鉄
道
営
業
キ
ロ
は

約
１
６
０
㎞
を

保
守
し
て
い
ま

す
。

　

範
囲
は
広
い

も
の
の
、管
理

室
は
、御
坊・田

辺
・
古
座
の
三

か
所
と
非
常
に

少
な
い
中
で
構

成
さ
れ
て
い
ま

す
。紀
勢
線
の
南
部
は
、特
に
、

山
間
部
を
走
る
地
域
で
あ
る
た

め
、樹
木
伐
採
や
沿
線
の
除
草
対

応
、ま
た
、獣
害
処
理
対
応
が
非

常
に
多
い
の
で
す
。

　

ま
た
、和
歌
山
県
南
部
は
近

年
少
な
い
も
の
の
、過
去
か
ら
台

風
接
近
・
上
陸
が
多
い

地
域
な
の
で
、シ
ー
ズ
ン

に
な
る
と
警
備
体
制
に

非
常
に
苦
労
し
て
い
ま

す
。

　

分
会
の
所
属
組
合
員
は
約
30

名
で
す
。執
行
委
員
会
の
随
時

開
催
や
紀
伊
田
辺
支
部
と
の
連

携
に
よ
り
、支
部
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。近

年
で
は
各
管
理
室
に
も
中
堅
層

が
配
属
さ
れ
、中
堅
と
若
手
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
地
本
が
主
催
す
る
レ

ク
活
動
に
つ
い
て
も
、若
手
を
中

心
に
参
加
し
、２
０
２
５
年
９
月

に
行
わ
れ
た
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
で

の
３
位
入
賞
や
、毎
年
県
主
催
で

開
催
さ
れ
る「
わ
か
や
ま
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
パ
ン
ダ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
」に
つ
い

て
も
、連
合
和
歌
山
よ
り
直
々
に

依
頼
を
受
け
、「
職
場
仲
間
の

部
」に
連
合
和
歌
山
代
表
チ
ー
ム

と
し
て
、分
会
単
位
で
出
場
。昨

年
度
４
位
、今
年
度
は
５
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、分
会
独
自
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョン
や
地
本・支
部
主
催
の

各
種
行
事
、ま
た
連
合・地
協
と

の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、将
来
へ

の
運
動
の
継
承
と
組
合
員
相
互

の
信
頼
構
築
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 

〈
和
歌
山
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会

は
、４
月
19
日（
日
）、Ｂ
Ｂ
プ
ラ
ザ

神
戸
に
お
い
て
、神

戸
地
本
青
年
女
性

委
員
会
の
準
備
の

も
と
、「
第
12
回

ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」を

開
催
し
、各
地
本
・

総
支
部
か
ら
の
参

加
者
お
よ
び
ス
タ
ッ

フ
を
含
め
約
60
名

が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、準
備
地
本

を
代
表
し
て
後
藤

青
年
女
性
委
員
長

よ
り
、阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
復
興

を
遂
げ
た
神
戸
の

経
験
と
教
訓
に
触

れ
、「
本
ユ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
通
じ
て
防

災・減
災
へ
の
意
識

を
高
め
、日
々
の
安
全・行
動
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、主
催
者
を
代
表
し
て

髙
杉
青
年
女
性
委
員
長

は
、「
青
年
女
性
委
員
会
活

動
に
お
け
る
仲
間
づ
く
り

は
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
け

で
な
く
、系
統
を
超
え
た
同

世
代
の
仲
間
と
の
勉
強
会

を
通
じ
た
意
見
交
換
も
重

要
で
あ
る
。過
去
に
何
が
起

き
、こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
、各
地
本・総
支
部
に

持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し

た
。

　

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
に
よ
り
参
加

者
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
た
後
、「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
記
念
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
」へ
移
動
し
、震

災
当
時
の
状
況
や
教
訓
に
つ
い
て

学
習
し
た
。

　

見
学
後
は
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央

本
部
の
川
原
副
執
行
委
員
長
よ

り
、震
災
発
生
時
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ

西
労
組
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
取

り
組
み
や
、そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た

教
訓
に
つ
い
て
特
別

講
義
を
受
け
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

で
は
、「
通
勤
途
中

に
異
常
が
発
生
し

た
際
、乗
務
員
と
協

力
し
た
避
難
誘
導

で
気
を
付
け
る
こ

と
」「
地
震
や
大
雨

な
ど
の
自
然
災
害
に

対
し
て
、日
頃
か
ら

行
っ
て
い
る
対
策
や

備
え
」を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
を

行
い
、参
加
者

か
ら
は
、「
災

害
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

く
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
エ
リ
ア
の
ど
こ
で

勤
務
し
て
い
る
時
に
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
。日
頃
の
備
え
と
と

も
に
、様
々
な
状
況
を
想
定
し
て

行
動
し
て
い
き
た
い
」「
災
害
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、日
頃
の

備
え
に
よ
っ
て『
減
災
』に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」と
いっ
た
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
じ
て
、仲

間
づ
く
り
を
は
じ
め
、防
災
の
観

点
か
ら「
安
全
」に
つ
い
て
多
角
的

に
考
え
、取
り
組
む
こ
と
の
重
要

性
を
学
ん
だ
。

　

最
後
に
、準
備・運
営
に
尽
力
い

た
だ
い
た
神
戸
地
本
青
年
女
性

委
員
会
の
皆
様
に
、心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
は
、２

０
２
６
年
４
月
11
日（
土
）、Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
大
阪
府
支
部
に
お
い
て
、

ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
第
２
１
８
期

「
安
全
衛
生
委
員
会
役
員
実
践

コ
ー
ス
」を
開
催
し
、受
講
生
と
事

務
局
含
め
て
35
名
が
出
席
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、主
催
者
を
代

表
し
て
、杉
野
教
育
部
長
が
挨

拶
の
中
で
、安
全
衛
生
委
員
会
の

活
用
の
重
要
性
に
つい
て
課
題
提

起
を
行
っ
た
。

　

講
義
で
は
、労
働
安
全
と
安

全
衛
生
委
員
会
（
安
全
推
進
会

議
）の
意
義
や
進
め
方
、安
全
お

守
り
手
帳
の
活
用
方
法
に
つい
て

学
ん
だ
。

　

ま
た
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

お
互
い
の
意
見
を
出
し
合
い
、各

職
場
の
良
い
取
り
組
み
等
を
情

報
共
有
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、「
改
め
て
安

全
衛
生
委
員
会
の
重
要
性
と
必

要
性
を
認
識
で
き
た
」、「
安
全
お

守
り
手
帳
の
中
身
を
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
た
」、「
他
の
職
場
や

他
会
社
と
交
流
が
で
き
、参
考
に

な
る
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
」と
いっ
た
好
意
的
な
声
を
多

数
い
た
だ
く
と
と
も
に
、ユニ
オ
ン

カ
レ
ッ
ジ
を
通
し
て
会
社
や
系
統

を
超
え
て
交
流
が
図
ら
れ
、お
互

い
に
学
び
合
う

こ
と
が
で
き
る

有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。

 

安
全
へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
再
認
識

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会 

第
12
回
ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

紀
南
地
域
で
中
堅・若
手
が
共
に
協
力
し
活
動

  

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
No.382和歌山地本

　 田辺保線区分会
被
災
の
教
訓
に
学
び 

防
災・減
災
へ
の
意
識
を
高
め
る

Ｊ
Ｒ
西
労
組
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

Ｊ
Ｒ
西
労
組
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

第
２
１
８
期「
安
全
衛
生
委
員
会
役
員
実
践
コ
ー
ス
」

 


